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４
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憚
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史
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■
■
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■
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■
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．
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．
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■
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・
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・

・
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●
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．
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．
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∵
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■
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∵
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一
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既
発
表
論
文
を
本
書
に
ま
と
め
ら

れ

る
前

に
、
著
者
は
内
容
の
重
複
を
削
除
さ
れ
、
．時
期

区
分
と
そ
の
指
標
を
明
確
化
さ
れ
統

一
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
蓄
積
と
の
関
係
を
検
討
さ
れ

る
べ
き
で
あ

っ
た
と
、
評
者
に
は
思
わ
れ
る
。

（川
成
社
　
昭
和
五
十
八
年
二
月
刊
　
Ａ
５
判
・

三
二
六
頁
）
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―
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研
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．　
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．
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．
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．

遠

藤

公

嗣

（
●

一
‐
■
ｒ
ｌ
●
●
「
．
■
■

，
■
―
■

．

章
で
は
、
戦
前
労
働
運
動
を
規
制
し
た
労
資
関

係
立
法

・
治
安
立
法
全
体
を
対
象
と
し
て
、
明

治
以
降
第
二
次
大
戦
敗
戦
ま
で
を
四
期
に
時
期

区
分
し
、
登
場
し
た
成
文
法
の
紹
介
と
重
要
な

条
文
の
引
用
が
な
さ
れ
る
。
第
二
章
で
は
、
第

一
章
の
四
期
区
分
が
再
論
さ
れ
、
加
え
て
第

一

章
と
同

一
の
対
象
を
、
今
度
は

「
集
会
の
自
由

規
制
」
等
の
規
制
対
象
別
に
分
類
し
、
再
び
紹

介
と
引
用
が
な
さ
れ
る
。
第
三
章
で
は
、
弾
圧

性
を
強
調
す
る
旧
説
の
誤
り
の

一
証

左

と

し

縦
申
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一二
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■
―‥―
■
一
一■
・■
ザ
■
■
‐‐‐‐‥１

■
法
業
■
検
■
ヽ
力
て
い
た
■
三
二
注
目
〓
■

う
。
∴
責
検
討
■
三
期
●
■
１
１

登
場
し
た

渋
案
が
紹
介
さ
れ
る
．
〓
西
章
で
は
、
第
二
章

の
三
期
区
分
が

，
論

●ゝ
れ
、
加
え
て
第
二
重
七

同

一
対
象
を
、
今
度
は

「
設
立
↓
認
定
」
年
う

●
１
規
定
刊
二
■
●

し
、
法
案
彗
で
廿
Ｆ
キ

う

■
警
な
■
文
■
事
用
相
午
さ
●
■
Ｉ
早
五
童
〓

■
、
■
使
つ
労
使
略
議
短
つ
”
■
二
一し
て
、
市

一
■
人
戦
後
０
１１
場
委
員
会
二
■
ヨ
さ
Ｆ

，■

■
の
庄
＝
■
、
実
際
二
識
■
■
”
た
工
場
委
員

会
に
で
――
な
く
、
■
■
全
年
ｉｌ

・
ヽ
る
労
働
委
員

会
法
案
等
々
に
｛ｔ
〓
■
―
、　
一
ｉ

ら
■
姜
「
一「

―、‐
さ
れ
る
。
毎
共
二
■
は
、
一「
一
―
奮
〓
一
竜
」（
筆

――ｌｊ
二
代
筆
さ
れ
た
、
第

一
次
大
戦
後
の
■
本
―■

ヽ
オ
る
社
会
政
策
を
将
■
す
る
語
文
で
ヽ
―
．

哺
章
は
、
労
働
運
動
と
悪
し
て
１１
〓
さ
■
た
、

百
科
■
■
つ

一
撃
（目
で
あ
）ｔ

ｒ
ｒ
ｉ
ｔ
ｉ
暉
つ
た
〓
下
〓
ホ
一べ
・■
，
こ
〓
「
〓
―

■
ｌ
ｔ
し
指
摘
さ
れ
て
い
ろ
■
一
こ
ち
・
二

ｔ

ｔ

，
、
一ヽ

刷
労
働
法
謝
二
´ヽ
年
■
ヽ
■
■
調
十
１
二
“

■
つ
メ
ド
ンは
、
治
安
警
案
法
や
治
安
■
■
法
つ

Ｆ
ｉ

ｔ
，
■
言

だ

∵

０

「三

一
．

■

一■

■

い
〓

ミ

一
事

法

や
「
〓
維
持
法
の
■
体
的
、
文
を
澪
ギ
ニ
■
一志
す

る
一
Ｉ
Ｉ
■
く
、　
三
■
、
再
」は
を
考
弓
）さ
詢
■
〓

十三
，
●
し
て
”鷲
“「
―
ヽ
　
■̈
つ
■
■
０
一一
）
ｒ
■
ｒ、二
『
■
一

０
劇
ｔ
〓
■
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■
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Ｆ
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一
ヽ
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■
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■
ふ
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●
Ｉ
ニ
ニ
（
ず
著
者
■
、
ｒ
ｉ
ら
両
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つ
条
ｔ

ハ
中
で
、
号
資
関
係
―■
直
接
言
ｉ
す
る
条
文
●

‥‘、一
一
二
一
ｌ
ｔ
ｒ
一
‐・、十
ツ　
　̈
■
一
‥●
〓
一一
，
．
．■
一
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．
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一
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一
―

■
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■
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ｉ
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ｉ
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―

■
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↓
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Ｆ
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ｔｉｌ
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■
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＋
一

っ

■
ｒ

，
二
、　
一●
一
．
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■
■
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ｉ
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＾
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ｉ
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ｒ
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■

■
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一
■
●●
〓
〓一
」
一一
〓

―́
●
●
　
、́
一■
■
〓
―
、　
一■
一
「■
一
・一■
一
ｒ
●
●
‐
■
●
一一
■
■
■

■

，

一
■

，
１

一
ｒ

一
二

一
■
●

一　

１

・

―

、　

一

Ｉ

Ｉ

一
一

・
■

・
∵

■̈

，
で
■
∵
■

‐‐‐
一
一
■
十
二
一
一
■
「
一
■
―
一

、
　
一
一
―
二
●

■

・
●
じ
　

■

■
●

〓

一

〓
Ｉ

■

．　

■
■

■
一
・
■

・

．　
■

一
一
一
Ｉ
■

‐「
〓
争
．

■
■
■

―
、

‥

■
　
・
一　
　
一　

二

”
■
■
Ｉ
二
●
■
●
■
一
‥
１．、ニ
ー
ー

、

一
■
●

〓

―
ニ

ー

■
●
■
■
〓

Ｉ
■
二

●
■

■
　

一■
●
〓

ｒ

十

一
＾
や

ヽ
二
一
†
一
■

●
■
●
●
．
わ
十
．
一
■
一
一
―
二
ｔ
ｒ
一
（■

■

を

十

■

的

に

■
■
■

■

、

■

，

一
，

■

■

●

■

用
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
戦
前
に
ど

の
よ
う
な
労
資
関
係
立
法
や
治
安
立
法
が
成
文

法
と
し
て
何
時
か
ら
何
時
ま
で
存
在
し
、
ど
の

よ
う
な
法
案
が
何
時
登
場
し
た
か
、
あ
る
い
は

ま
た
、
成
文
法
や
法
案
の
重
要
条
文
の
文
言
は

ど
う
で
あ

っ
た
か
を
知
る
に
は
、
本
書
は
便
利

で
あ
る
。
こ
れ
が
本
書
の
第
二
の
特

長

で
あ

る
。
な
お
評
者
個
人
に
と
っ
て
は
、
第

一
、
第

二
章
に
お
け
る

一
九
二
八
年
国
家
総
動
員
法
第

七
条
、
す
な
わ
ち
、
あ
る
種
の
レ
イ
バ
ー

・
イ

ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
制
度
の
規
定
の
存
在
の
紹

介
と
か
、
第
五
章
後
半
に
お
け
る
、
議
会
に
唯

一
提
出
さ
れ
た
産
業
委
員
会
法
案
の
紹
介
は
貴

重
で
あ

っ
た
。

つ
い
で
本
ネ
に
対
十
ろ
評
者
の
疑
「
を
述
べ

た
●
■
■
一
●
疑
門
は
、
本
書
の
内
容
の
ｉ
ｔ捜

ｒ
、
■
っ
告
Ｉ

章
と
第
二
車
、
お
よ
び
第
二
十

三
ヽ
「
■
一■

、
対
象
〓
「

一
で
ら
り
内
容
の
■

■
●
著
―
´́‐・、
．
■
●
疑
間
■
Ｔ
論
文
発
表
時
以

■
．）
ヽ
「
カ
ニ
〓
■
一，
●
ら　
一暉一一“
一ス
彙
一
一〓
一
一
一月
　
一　
こ■

（
ｉ
ｔ

，
二
月
、
一■
【学
志
林
」
）
第
二
章

（
八

三

二
Ｆ
ｌ

『〓

■
大
学
論
集
」

，
■
あ
り
、
ま

ｔ
●
三
章

（
ｔ
ｔ
年
三
１
ニ

ニ
■
■

林
ｔ

ｉ

■
ｔ一

（●
〓■

，
■
百
三

一，
■
一〓
●
一ｒ
論
一〓
じ

■

ち

Ｆ
■
‥
〓
ｒ
精
■

■
■
ほ
ぼ
「
内
容
つ
論
文

■
呪
■
人
■
把
要
｝ｉ
■
■
●
●
■
て
卜ｆ
り
、
二
王
女

ハ
ー
ゞ
●
可
二
〓
●
１
■
■
一時
疑
周
■
・抱

い
た
。
●
一

■
∴
１
●

そ
れ
三
・二
ほ
”
論
文
↓
ず
ま
本
書
―‐■

収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
重
複
の
多
さ

に
著
者
自
身
が
気
づ
か
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
そ
う
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
評
者
に
は
い

よ
い
よ
疑
間
で
あ
る
。
な
お
、
第
二
、
第
四
章

に
お
け
る
対
象
別
・規
定
別
か
ら
み
た
叙
述
は
、

第

一
、
第
三
章
と
重
複
し
て
い
な
い
と
も

一
見

み
え
る
。
し
か
し
、
本
書
の
副
題
に
示
さ
れ
る

よ
う
に
、
本
書
は

「
展
開
過
程
の
研
究
」
で
あ

る
な
ら
ば
、
対
象
の
時
期
区
分
こ
そ
重
要
で
あ

る
と
評
者
に
は
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
時

期
区
分
を
無
視
し
対
象
全
部
を
平
面
化
し
た
上

で
再
度
分
類
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
再
度
叙
述
さ

れ
る
こ
と
は
、

「
展
開
過
程
の
研
究
」
で
あ
る

こ
と
を
か
え
っ
て
不
鮮
明
に
す
る
、
不
必
要
な
　
＞

重
複
の
よ
う
に
評
者
に
は
思
わ
れ
る
。　
　
　
　
　
３９

第
二
の
疑
間
は
、
時
期
区
分
の
あ
い
ま
い
さ

で
あ
る
。
第

一
、
第
二
章
で
指
摘
さ
れ
る
三
つ

の
画
期
の
う
ち
、
第

一
画
期
で
あ
る

一
九
〇
〇

年
治
安
警
察
法
制
定
と
第
三
画
期
で
あ
る

一
九

三
八
年
国
家
総
動
員
法
制
定
は
、
第

一
、
第
二

章
で

一
致
し
て
い
る
。　
し
か
し
、
第
二
画
期

は

一
九
二
〇
年

（第

一
章
）
と

一
九

二

六
年

（第
二
章
）
で
あ

っ
て
、　
一
致
し
て
い
な
い
。
・

第

一
章
の
画
期
の
指
標
は
明
確
で
な
く

「
労
働

運
動
の
本
格
化
」
と
も
思
わ
れ
る
が
、
第
二
章

の
画
期
の
指
標
は
治
安
警
察
法
改
正
と
明
示
さ

れ
て
い
る
。
評
者
に
は
、
成
文
法
を
重
視
す
る

本
書
で
は
、
第
二
章
の
画
期
が
ふ
さ
わ
し
い
と

，

わ

れ
る
。
そ

れ
は
と
も

か
く

と

し

て
、

時
期
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既
発
表
論
文
を
本
書
に
ま
と
め
ら

れ

る
前

に
、
著
者
は
内
容
の
重
複
を
削
除
さ
れ
、
．時
期

区
分
と
そ
の
指
標
を
明
確
化
さ
れ
統

一
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
蓄
積
と
の
関
係
を
検
討
さ
れ

る
べ
き
で
あ

っ
た
と
、
評
者
に
は
思
わ
れ
る
。

（川
成
社
　
昭
和
五
十
八
年
二
月
刊
　
Ａ
５
判
・

三
二
六
頁
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章
で
は
、
戦
前
労
働
運
動
を
規
制
し
た
労
資
関

係
立
法

・
治
安
立
法
全
体
を
対
象
と
し
て
、
明

治
以
降
第
二
次
大
戦
敗
戦
ま
で
を
四
期
に
時
期

区
分
し
、
登
場
し
た
成
文
法
の
紹
介
と
重
要
な

条
文
の
引
用
が
な
さ
れ
る
。
第
二
章
で
は
、
第

一
章
の
四
期
区
分
が
再
論
さ
れ
、
加
え
て
第

一

章
と
同

一
の
対
象
を
、
今
度
は

「
集
会
の
自
由

規
制
」
等
の
規
制
対
象
別
に
分
類
し
、
再
び
紹

介
と
引
用
が
な
さ
れ
る
。
第
三
章
で
は
、
弾
圧

性
を
強
調
す
る
旧
説
の
誤
り
の

一
証

左

と

し

縦
申
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